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新
風
を
巻
き
起
し

社
会
保
障
で
国
守
ろ
う

定ブ出Iれラ
にザ席まザ５
基１

　

評しホ月
づバ議た7 31
き

　

｜

　

貝

　

゜ル

　

日
有26 87 総で．-、

効人人会第日
にの

　

｀運13一

成参委営回

　

｀
立加任委総東
しで状員会京
て

　

｀11長が虎
い規人よ開ノ
る約

　

｀り催門
こ規オ

　

｀さプ

と
が
報
告
さ
れ
、
議
長
に
葛
城
貞
三
（
滋

賀
県
難
病
連
）
氏
、
脇
田
和
美
（
も
や

の
会
）
氏
を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
伊
藤
た
て
お
代
表
幹
事
は
、

　

「
難
病
医
療
費
公
費
負
担
制
度
改
悪
が

今
年
度
予
算
の
成
立
を
待
っ
て
、
１
か

月
の
余
裕
も
な
く
北
海
道
を
除
く
全
国

一
斉
実
施
と
い
う
の
は
か
つ
て
な
い
暴

挙
で
す
。
し
か
し
、
当
初
示
さ
れ
た
三

つ
の
選
択
肢
『
一
部
疾
病
の
入
れ
替
え
、

軽
症
患
者
の
切
り
捨
て
、
一
律
三
分
の

一
相
当
の
自
己
負
担
』
を
は
ね
か
え
し

た
の
は
、
私
た
ち
の
運
動
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
難
病
対
策
の
後
退
を
最
小
限

に
食
い
止
め
た
」
と
、
国
、
厚
生
省
に

対
す
る
患
者
・
家
族
の
怒
り
を
強
調
し

ま
し
た
。
ま
た
、
「
全
国
の
患
者
会
に

は
、
い
ま
新
し
い
発
想
と
新
し
い
体
制

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
経
験
の
蓄
積
を

大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
大
胆
に
新
し

い
風
を
起
こ
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
核
実
験

が
行
わ
れ
、
指
導
者
た
ち
は
『
核
で
国

を
守
る
』
と
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
は
『
社
会
保
障
で
国
を
守
る
』
こ

と
を
発
言
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
紹
介
の
後
、
中
央
社
会
保
障
推
進
協

議
会
事
務
局
長
の
堀
幾
雄
氏
に
よ
る

　

「
医
療
保
険
制
度
抜
本
改
悪
に
反
対
す

る
」
記
念
講
演
を
は
さ
み
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　

9
7
年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
一
括
し
て
行
わ
れ
、

報
告
に
対
す
る
質
疑
の
あ
と
承
認
し
、

引
き
続
い
て
9
8
年
度
活
動
方
針
案
、
予

算
案
が
一
括
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
活
動
方
針
案
と
し
て
、
「
い

ま
大
き
な
問
題
と
し
て
財
政
構
造
改
革

に
名
を
借
り
た
社
会
保
障
政
策
の
全
面

的
な
後
退
が
あ
り
ま
す
。
国
民
か
ら
病

院
を
遠
ざ
け
る
冷
酷
な
政
策
に
は
ど
う

し
て
も
反
対
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
難
病
対
策
後
退
の
反
対
運
動
で
示

し
た
患
者
会
の
大
同
団
結
を
呼
び
か
け

る
」
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
を
受
け
、
活
発
な
質
疑
の

後
、
活
勁
方
針
案
、
予
算
案
は
承
認
さ

れ
、
役
員
選
出
委
貝
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
新
年
度
役
貝
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

「
医
療
保
険
制
度
の
連
続
改
悪
、
社

会
保
障
制
度
の
改
悪
を
許
さ
な
い
！
」

　

「
総
合
的
難
病
対
策
の
早
期
確
立
、
患

者
・
家
族
団
休
の
総
結
集
を
！
」
と
す

る
総
会
宣
言
案
を
採
択
し
、
熱
気
の
こ

も
っ
た
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

｡ll齢＠のIOIbI 1998- 7
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9
7
年
度
活
動
報
告
（
抜
す
ぃ
）

　
　
　
　
　

事
務
局
長

　

小
林

　

孟
史

１
。
難
病
対

策
後
退
に
反

対
す
る
運
動

　

厚
生
省
は
、
9
8
年
度
予
算
に
向
け
て
姚

病
対
策
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
つ
い
て
は

①
対
象
疾
患
の
入
れ
替
え
②
重
症
度
基
準

の
導
入
③
全
額
公
費
負
担
の
見
直
し
と
、

３
つ
の
選
択
肢
を
示
し
た
上
で
「
患
者
負

担
分
の
三
分
の
一
程
度
を
患
者
全
体
で
負

担
す
る
」
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
仝
難
連
と
と
も
に
、
直
ち
に

強
く
反
対
す
る
「
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
を
発

表
し
、
会
内
外
に
訴
え
ま
し
た
。

　

厚
生
大
臣
、
専
門
委
貝
会
委
貝
長
、
衆

参
両
院
厚
生
委
員
長
宛
て
の
ハ
ガ
キ
要
請

運
動
や
、
国
会
各
会
派
と
の
懇
談
会
、
厚

生
政
務
次
官
へ
の
要
請
、
国
会
請
願
、
1
0

万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
宣
伝
の
強
化
、
厚
生
省

座
り
込
み
、
衆
院
全
予
算
委
貝
・
厚
生
委

貝
へ
の
要
請
行
動
、
地
方
議
会
意
見
書
採

択
の
運
動
等
々
、
可
能
な
限
り
の
運
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
反
対
運
動
は
、
5
7
患
者
団
体
に
ま

で
拡
が
り
、
厚
生
省
を
あ
る
程
度
窮
地
に

追
い
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
５
月
、
患

者
負
担
と
重
症
度
基
準
の
導
人
実
施
を
強

行
し
ま
し
た
。
こ
の
強
行
実
施
は
小
児
慢

性
特
定
疾
患
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る

と
し
て
警
戒
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
、
介
護
保
険
法
案
と
医
療
保
険
制
度
改

悪
に
反
対
す
る
す
る
運
動

　

介
護
保
険
法
が
昨
年
の
国
会
で
成
立

し
、
2
0
0
0
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
「
介
護
」
は

福
祉
施
策
と
し
て
税
金
を
財
源
と
し
て
拡

充
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
健
保
本
人
の
２
割
負
担
、
老

人
医
療
の
患
者
負
担
引
き
上
げ
、
薬
代
の

患
者
負
担
が
導
人
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

医
療
保
険
制
度
を
崩
壊
に
導
き
か
ね
な
い

大
改
悪
案
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
、
総
合
的
難
病
対
策
の
確
立
を
求
め
る

国
会
請
願
運
動

　

「
総
合
的
難
病
対
策
の
確
立
を
求
め
る
」

国
会
請
願
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
約

7
8
万
人
分
の
請
願
署
名
を
衆
参
両
院
に
提

出
し
ま
し
た
。
請
願
は
衆
参
両
院
と
も
に

採
択
さ
れ
、
衆
院
で
３
年
連
続
、
参
院
で

４
年
連
続
の
採
択
と
な
り
、
「
継
続
は
力

な
り
」
で
す
。
引
き
続
き
本
年
度
も
請
願

署
名
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４
、
医
療
と
介
護
の
拡
充
を
求
め
る
緊
急

42

集
会
、
デ
モ
、
国
会
請
願
の
取
組
み

　

６
月
、
東
京
で
「
医
療
と
介
護
の
拡
充

を
求
め
る
緊
急
集
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
集
会
に
は
全
国
か
ら
１
２
０
人
が
参

加
し
、
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、

介
護
保
険
法
案
に
反
対
す
る
「
決
議
」
を

採
択
し
ま
し
た
。
集
会
後
、
霞
ヶ
関
か
ら

国
会
ま
で
、
デ
モ
行
進
を
行
い
、
請
願
署

名
3
8
万
人
分
を
両
院
へ
提
出
し
ま
た
。

５
、
「
許
さ
へ
ん
Ｉ
・

　

医
療
保
障
の
後
退

　

全
国
患
者
・
家
族
集
会
」
の
開
催

　

い
１
１
月
、
大
阪
で
全
国
患
者
・
家
族
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
し
、
医
療
保
険
制
度
改
悪
、
難

病
対
策
見
直
し
に
反
対
す
る
意
見
や
運
動

に
つ
い
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
で
は
、
難
病
対
策
の
見
直
し

に
抗
議
し
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
な
ど
の

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

６
、
加
盟
団
体
の
拡
大

　

昨
年
の
総
会
後
、
新
た
に
愛
知
県
難
病

連
と
全
脊
柱
連
が
加
盟
し
、
さ
ら
に
、
新

潟
県
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
（
新
患
協
）

が
結
成
さ
れ
、
加
盟
し
ま
し
た
。
こ
の
加

盟
に
よ
り
3
8
団
体
（
疾
病
1
3
、
地
域
2
5
）
、

約
2
5
万
人
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
ふ

さ
わ
し
い
患
者
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

フ
、
そ
の
他
の
活
動

　

こ
の
他
、
独
自
活
動
の
ほ
か
、
医
療
関

係
団
体
と
の
交
流
と
連
携
、
加
盟
団
体
へ

の
桁
報
提
供
、
相
談
活
動
、
各
種
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
へ
の
派
遣
、
加
盟
団
体
の
総

会
、
研
修
会
な
ど
へ
の
代
表
、
役
員
の
派

遣
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

８
、
ま
と
め

　

こ
の
１
年
間
は
、
姚
病
対
策
の
見
直
し

を
中
心
に
医
療
保
障
制
度
後
退
に
反
対

し
、
患
者
の
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
運

動
に
加
盟
団
体
と
共
に
取
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
運
動
で
は
、
こ
れ
ま
で
結
び
つ
き

が
卜
分
で
は
な
か
っ
た
団
体
と
の
運
動
も

す
す
み
ま
し
た
。
こ
の
結
び
つ
き
を
大
切

な
宝
と
し
て
今
後
も
共
同
の
行
動
を
す
す

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

全
国
団
体
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
力
を
持

つ
に
い
た
り
ま
し
た
が
、
期
待
さ
れ
る
活

動
に
応
え
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
常

任
幹
事
会
の
強
化
、
事
務
局
体
制
の
拡
充
、

財
政
活
動
の
強
化
は
引
き
続
き
私
た
ち
の

重
要
な
課
題
で
す
。
多
く
の
患
者
・
家
族

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
組
織
と

運
動
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

屡
屡
簑
啓
蒙
煮

渡
辺

　

伸
仁
（
全
日
本
国
立
医
療
労
働
組

合
書
記
長
）

吉
本

　

哲
夫
（
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を

守
る
全
国
連
絡
協
議
会
会
長
）

堀

　
　

幾
雄
（
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議

会
事
務
局
長
）

へ揖上回０卜1998- 7５６６
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１
４
ｔ
希
望
を
与
え
る
社
会
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事

　

伊
藤
た
て
お

　

か
つ
て

　
　

み
、
悩
み
を
二
度
と
味
わ
う
こ
と
の
な
い

な
い
不
景

　
　

社
会
を
め
ざ
す
活
動
が
ま
す
ま
す
大
切
に

気
は
、
患

者
の
医
療

と
生
活
、
私
た
ち
の
患
者
会
・
家
族
会
の

活
動
を
大
き
な
困
難
に
陥
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
も
っ
と
大
き
な
問
題
は
、
財
政

構
造
改
革
に
名
を
借
り
た
社
会
保
障
政
策

の
全
面
的
な
後
退
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
援
け
合

う
患
者
団
体
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
の
体
験
し
た
苦
し
み
や
悲
し

98 JPC役員一覧

な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

医
療
制
度
、
健
康
（
医
療
）
保
険
制
度
、

年
金
制
度
、
様
々
な
福
祉
制
度
や
難
病
対

策
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
次
の
世
代
・
次
の
時
代
に
向
け
て
も

っ
と
充
実
さ
せ
発
展
さ
せ
る
運
動
、
一
日

も
早
い
難
病
の
原
因
の
究
明
。
治
療
法
の

早
期
開
発
を
求
め
る
活
動
を
粘
り
強
く
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
の
ど
こ
に
い
て
も
等
し
く
、
高
度

な
医
療
が
受
け
ら
れ
、
安
心
し
て
闘
病
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
、
総
合
的

な
難
病
対
策
が
確
立
さ
れ
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
す
活
動
を
み
ん
な
の
力
で
一
歩
一

歩
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
国
民
か
ら
病
院
を
遠
ざ
け

る
冷
酷
な
政
策
に
は
ど
う
し
て
も
反
対
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
自
身
が
病
気
を
抱
え
、

家
族
を
介
護
し
な
が
ら
生
活
を
支
え
る
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
日

本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
、
加
盟
3
8
団

体
2
5
万
人
）
に
集
う
仲
間
と
協
力
し
、
全

難
連
（
全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
、
加

盟
５
団
体
1
0
万
人
）
を
は
じ
め
と
す
る
全

国
の
仲
間
た
ち
と
連
帯
と
連
携
を
強
め
、

小
さ
な
積
み
重
ね
が
や
が
て
大
き
な
う
ね

り
と
な
る
こ
と
を
、
私
た
ち
の
活
動
が
未

来
に
希
望
を
与
え
る
社
会
づ
く
り
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
活
動
を
す
す
め

ま
し
ょ
ヽ
つ
ｏ

○は常任幹事･会構成メンバー

役　　職 氏　　　　名 団　体　名

○代表幹惧 伊藤たてお 北海道難病連

○事務局長 小　林　孟　史 全　　腎　　協

　幹　　事

○幹　　こμ

　幹　　事

　幹　　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事･

○幹　　事

　幹　　　嘔

　幹　　事

　幹　　事

○幹　　事

○幹　　事

　幹　　事

　幹　　　頃

　幹　　事

　幹　　事･

　幹　　事

○幹　　　淑

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　　事

○幹　　事

　幹　　事

○幹　　ボ

　幹　　事

Ｏ幹　　事･

○幹　　事

　幹　　事･

　幹　　　雅

○幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

Ｏ幹　　事

　幹　　事

　幹　　　ボ

三　森　札　子

山　埼　洋　一

海　和　桔　司

岡　部　　　茂

宇佐美　　陽

黒　崎　本　一

鈴　本　　　孝

瀬志本　正　失

杉　山　辰　夫

貝　沼　栄　一

安　藤　晴　美

葛　城　貞　三

加　納　正　雄

司　　　米　三

永　瀬　哲　夫

小　橋　重　徳

森　田　義　惧

土　倉　　　匡

森　沢　繁　星

山　岡　章　子

菅　　　裕　子

早　田　　　動

田　嶋　研　二

原　田　恒　失

火　申　幸　雄

辻　川　郁　子

辻　川　寿　之

小　関　　　修

落　合　希　子

河　野　　　都

神　　　美知宏

高汐丿譲二

小　林　義　雄

大　泉　　　廣

安　部　隆　夫

青　山　静　可

脇　田　和　美

貴　沼　三　郎

北海道難病巡

秋田県難病巡

山形県難病連

福島県難病連

茨城県難病連

詳馬県難病連

新潟県患協

長野県難病連

静岡県難病連

愛知県難病連

岐阜県難病連

滋賀県難病連

京都難病連

大阪難病連

兵庫県難病連

奈良県難病運

和歌山県難病運

岡山県難病巡

香川県難病連

高知県難病連

愛媛県難病連

佐賀県難病巡

大分県難病巡

宮崎県難病連

鹿児島県難病連

ス　　全　　協

全　　交　　災

全　　腎　　隔

心臓病守る会

パーキンソン

全　　療　　隔

日　　肝　　協

[j　患　回　固

全　　低　　肺

オストミー

日　　喘　　巡

も　や　の　会

全　脊　柱　連

会計監査

会計監査

井　上　尚　直

流　沢　三佐夫

目　　肝　　協

仝　脊　柱　連

⑩
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'4

１。全ての難病の原因究明、治療法の確立をめざ

　

す運動をすすめましょう。

２．特定疾患医療費の自己負担導入と重症度基準

　

の設定に反対し、小児慢性特定疾患への一部自

　

己負担の導入に反対し、公費医療制度改悪阻止

　

の運動を継続しましょう。

３．国や自治体の難病対策の後退を許さず、特定

　

疾患の拡大（対象疾患の拡大、合併症や二次的

　

障害に対する治療適用の拡大、生活機能障害度

　

などの認定制限の緩和など）や、身体障害者福

　

祉法（身障手帳）の適用の拡大など療養生活環

　

境改善の運動をなお一層強くおしすすめましょ

　

う。

４．医療を切り捨て、患者・国民の負担を大きく

　

し、私だちから病院を遠ざけようとする医療保

　

険制度の抜本改悪に反対する運動をすすめまし

　

ょう。

５．２年後にはスタートする介護保険制度が、真

　

に高齢者介護を保障し、難病患者や障害者を含

　

めて安心して生活できる社会の裏付けになるよ

　

う、本当の公的介護保障制度の確立をめざす運

　

動をすすめましょう。

６．小児慢性特定疾患患者の18歳以上の医療費助

　

成制度の延長など、生涯にわたり高額な医療費

　

や治療食を必要とする患者一家族の負担を無く

　

す制度の創設を国や自治体へ働きかけましょ

　

う。

７．専門医療の確保、リハビリの拡充、看護の充

　

実、国公立病院の医療ソーシャルワーカーの配

　

置、救急入院や中・長期療養（入院）の保障な

　

ど、安心して医療を受けることができる体制づ

　

くりのための活動をすすめましょう。

８．難病や長期慢性疾患なども障害年金の対象と

　

し、暮らせる年金額への引き上げや無年金障害

　

者の救済、人間の尊厳に基づいた生活保護制度

　

の活用など、療養生活のための所得保障の確立

　

をめざす活動をすすめ、年金制度改悪反対の運

　

動をすすめましょう。

９．保育・幼稚園から高等学校まで、病気や障害

　

などによって教育権に障害が生じたり、不利益

　

を被ったり、差別を受けることがない社会の実

　

現をめざす活動をすすめましょう。

10.難病患者や障害を持つ人の就労・社会参加へ

　

の障壁を無くし、職業訓練の拡充や平等な賃金

　

を保障させるための活動をすすめましょう。

11.患者や障害者・高齢者に配慮した公営住宅の

　

拡充と公共交通機関の改善、公園、スポーツ、

ｊδざ

重

　

点

　

課

　

ド

　

レクリエーション施設などの設備の改善など、

　

安心して生活できる街づくりの活動をすすめま

　

しょう。

12.ヘルパー派遣の拡充や介護支援センター、訪

　

問看護ステーション。ショートステイ、デイセ

　

ンターなどの利用における年齢、障害、疾病な

　

どによる制限をなくし、必要な時にはどの地域

　

にいても利用できるよう充実させるための活動

　

をすすめましょう。

　

難病患者等居宅生活支援事業が患者のプライバ

　

シーを守り、本当に利川できる制度として市町

　

村格差がなく実現するよう活動をすすめましょ

　

う。

13.薬害エイズの真相を究明し、企業と国、医療

　

機関の責任を明らかにし、二度と薬害を起こさ

　

せないために情報公開を求める活動や具体的対

　

策の確立をめざす活動をすすめましょう。

　

ウィルス性肝炎蔓延の責任が、厚生省・国にあ

　

ることを認めさせ、全国の肝炎患者を救済する

　

施策を勝ち取るために、肝炎訴訟を支援する活

　

勁をすすめましょう。

　

社会的差別を助長し、患者の人権を奪った「ら

　

い予防法」や「エイズ予防法」への反省、薬害

　

問題を引き起こす厚生省の体質に何らの反省も

　

行わないまま、新たな差別と患者の人権無視を

　

引き起こしかねない、「感染症予防法案」に反

　

対しましょう。

14.難病患者・家族の拠り所として、患者一家族

　

団体の学習や交流の場として重要な役割を果た

　

す全国患者・家族会館（全国難病センター）の

　

実現をめざしましょう。

15. J P Cが真に日本の患者運動のナショナルセ

　

ンターとしてふさわしい活動を展開し、全国の

　

患者・家族団体から頼りにされる組織として成

　

長していくためには、専従役貝体制の確立と事

　

務局体制の強化が必要です。

　

常任幹事会を中心とする役貝体制の強化を図り

　

ながら、一層の組織の整備強化をすすめましょ

　

う。

16.わが国の患者運動の経験と実績を集積し、理

　

論的支柱をつくるための「患者運動研究所」の

　

創設をめざしましょう。

17.患者一家族の願いを実現させるために、市町

　

村での粗織づくりや加盟団体の一層の相互理解

　

と連携一連帯を強め、さらに広く未加盟団体の

　

加盟をよびかけ、ＪＰＣを中心として全国の患

　

者運動をすすめましょう。

1998- 7 ソ鮒ﾝ柏０(よ
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難病対策の後退、医療保険制度、社会保障制度の改悪が強引に進められています。難病医療の公費負担

制度への患者負担導入は絶対に許すことは出来ません。

　

国・厚生省は25年間続けてきた難病医療の全額公費負担に患者負担導入、事実上の重症度基準の導入に

続き、対象疾患の見直しも検討するとしています。

　

昨年４月の消費税率引上げで生活の切り詰めを余儀なくされた上に、医療保険制度の改悪で、必要な治

療の手控えと症状悪化を招いています。12月には「保険あって介護なし」が懸念される介護保険法が制定

されました。小児慢性特定疾患治療研究事業における小人症治療に身長制限を加える通知が出されました。

社会保障制度崩壊の危機に瀕していると言っても過言ではない状況を迎えています。

　

政府は、金融システムを安定させるためと大銀行には30兆円を注ぎ込み、景気対策と称して公共事業中

心に大幅な財政出動を計画するなど財政構造改革政策の再検討を迫られていますが、社会保障費削減の政

策を見直そうとはしていません。

　

ＪＰＣは、難病医療への患者負担導入は、「卸病忠者に経済的負担を強いるだけでなく、苦しい療養生

活を続ける患者の生きる支えを奪うものである。国際的にも高い評価を得ている研究事業後退に繋がるも

のである。小児難病や。多くの幔性疾患患者にも大きく影響するものである。」として全難連や多くの患

者・家族団体と共同して、難病対策専門委員長、厚生大臣などへの大ハガキ抗議迎動、国会議員への要請

行動、地方議会への請願行動など、様々な運動を展開してきました。「私たちから病院を遠ざけないで」

のポスター10万枚を作成し、都道府県医師会や保険医協会など多くの諸団体の協ﾌﾟ:1を得て医療機関に掲示

していただきました。「難病対策を後退させることなく総合的対策の拡充を求める意見書を」地方議会で

請願行動を展開し、多くの議会から国に意見轡が提出されました。

　　

「総合的難病対策の早期確立を要望する」国会請願は３年連続で採択されています。「難病患者にまで

患者負担をさせるのか」との私たちの訴えは世論の大きな支持を得ています。ＪＰＣの役割はますます強

まっています。患者・家族団体の連帯も生まれてきています。「人間の尊厳、生命の尊厳が全てにわたり

何より大切にされる社会」の実現をめざしてさらに前進しましょう。

◆
◆
医療保険制度の連続改悪、社会保障制度の改悪を許さない！

総合的難病対策の早期確立、患者・家族団体の総結集を！

1998年５月31日

日本患者・家族団体協議会

　

第13回総会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
厚
生
省
保
健
医
療
局
エ
イ
ズ
疾
病
対
策

課
長
・
中
谷
比
呂
樹

　

●
全
国
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
・
武
田
治
子

　

●
全
国
膠
原

病
友
の
会
・
湯
川
英
典

　

●
全
国
Ｉ
Ｄ
Ｄ

Ｍ
連
絡
協
議
会
・
薄
井
敏
明

　

●
ベ
ー
チ

ェ
ッ
ト
病
友
の
会
・
石
井
光
雄

　

●
全
国

多
発
性
硬
化
症
友
の
会
・
堀
内
勇
一
郎

　

●
宮
城
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　

●

束
京
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
・
北
爪
勇

●
広
島
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
・
梶
本

一
男

　

●
福
岡
県
難
病
団
体
連
絡
会
・
甘

涯
良
光

　

●
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
・

鮫
島
千
秋

　

●
日
本
医
療
労
働
組
合
連
合

会
・
江
尻
尚
子

　

●
全
日
本
民
主
医
療
機

関
連
合
会
・
阿
部
昭
一

　

●
日
本
生
活
協

同
組
合
辿
合
会
医
療
部
会
・
加
藤
昭
治

●
共
同
作
業
所
全
国
連
絡
会
・
鈴
木
清
覚

　

●
全
国
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
・

山
下
利
政

　

●
衆
議
院
議
員
民
主
党
・
山

本
孝
史

　

●
衆
議
院
議
貝
自
由
民
主
党
・

松
本
純

　

●
衆
議
院
議
貝
新
党
平
和
・
福

島
豊

　

●
衆
議
院
議
貝
自
由
民
主
党
・
桧

田
仁

　

●
衆
議
院
議
貝
日
本
共
産
党
・
瀬

古
由
起
子

　

●
衆
議
院
議
員
民
主
党
・
金

田
誠
一

　

●
参
議
院
議
貝
公
明
・
渡
辺
孝

男
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1997年度

　

決算報告
(単位:円)至:1998.3.31自:1997.4.1一般会計

収

入

の

部

科　目　名 '97年度予算 '97年度決算 予算比％ 備　　　　　　　考

分　　　担　　　金

協　　力　　会　　費

機　関　誌　購　読　料

募　　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

雑　　　収　　　入

　4,200,000

　3,000,000

　　757,500

　5,800,000

13,800,000

　　　77,399

　4,510,000

　1,308,000

　　613,100

　7,165,499

13,095,355

　　101,117

107.4

　43.6

　80.9

123.5

　94.9

130.6

加盟37団体中36団体納入

目標lOOOQ,納人口数436に]

97年度誌代

96年度閃願･97請願募金

家庭雑貨(取組25県)､一般寄付金含む

銀行利息.址難連の概要.書籍販売

小　　　　　　　　計 27,634,899 26,793,071 96.9

前　　期　　繰　　越 365,101 365,101 100.0

合　　　　　　　　計 28,000,000 27,158,172 97.0

支

出

の

部

会　　　議　　　費

機　関　誌　発　行　費

印　　　刷　　　　費

旅　費　行　動　費

事　　　業　　　　費

調　査　研　究　費

通　　　信　　　費

人　　　件　　　　費

事　　務　　所　　費

備　品　消　耗　費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所設置積立金

雑　　　　　　　　費

3,400,000

1,200,000

2,300,000

　300,000

2,500,000

　　50,000

　900.000

5,921,006

　960,000

　700,000

　900,000

7,300,000

　500,000

　　68,994

3,834,625

　652,893

2,117,071

　553,033

3,714,594

　　21,702

　939,642

5,479,711

　960,000

　499,217

　401,400

4,974,499

1,000,000

　　37,569

112.8

　54.4

　92.0

184.3

148.6

　43.4

104.4

　92.5

100.0

　71.3

　44.6

　68.1

200.0

　54.4

総会､幹事会3乱常任幹事会7回

｢JPCの仲間｣印刷一発送､臨時増刊含む

著名用紙印刷､集会ポスター､封筒印刷

事務局出張､厚生考陳情､共同行動委ｎ会

ﾎﾟｽﾀｰ印刷､全国集会補助､海外派遣抽選

書籍購入

電話､切手.振替手数料他

事務局員給料(1人)アルバイト(1人)

80,000円×12月

コピー機リース.トナー､その他

協力会費口数×900円

雑貨還元､花火還元､組織強化積立金

事務所設置積立

古川香典他

小 汁 27,000,000 25,185,956 91.4

予　　　備　　　　費 1,000.000 ０ 0.0

合　　　　　　　　計 28,000.000 25,185,956 88.2

月　　末　　収　　支 ０ 1.972,216

会
計
監
査
報
告

　

一
九
九
七
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
憑
類
、
預
金
な
ど
Ｉ
切
に
つ
い

て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
ま
す
。

　

一
九
九
八
年
五
月
十
三
日

　

会
計
監
査

　

井
上

　

尚
直

　
　
　
　

⑩

　

会
計
監
査

　

杉
山

　

辰
夫
（
代
理
）

　

俳

・６

一般会計予算案1998年度
(単位:円)自:1998.4.1

　

至:1999.3.31

収

入

の

部

朴　目　名 前年度予算 '97年度決算
1998年度

予　算　案

前年度

実績比
構成比％ 備　　　　　　考

分　　　担　　　金

|島　　力　　会　　費

機　関　誌　講　読　料

紅　　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

雑　　　収　　　人

　4,200,000

　3,000,000

　　757,500

　5,800,000

13,800,000

　　　77,399

　4,510,000

　1,308,000

　　613,100

　7,165,499

13,095,355

　　101,117

　4,400,000

　3,000,000

　　757,500

　5,800,000

12,000,000

　　　70,284

　97.6

229.4

123.6

　80.9

　91.6

　69.5

15.7

10.7

　2.7

20.7

42.9

　0.3

協力会n 1,000口目標

有料購読

97年度国会請願募金含

小　　　　　　　　計 27,634.899 26,793.071 26,027,784 110.9 93.0

前　　期　　繰　　越 365,101 365,101 1,972,216 7.0

合　　　　　　　　計 28,000,000 27,158,172 28,000,000 103.1 100.0

支

出

の

部

会　　　議　　　費

機関誌発行費

印　　　刷　　　　費

旅　費　行　勁　費

事　　　業　　　　費

調　売　研　究　費

通　　　信　　　　賢

人　　　件　　　　費

服　　務　　所　　費

備　品　消　耗　費

協力会費還元支出

寄付企還元支出

事･務所設置積立金

雑　　　　　　　　費

3,400,000

1,200,000

2,300,000

　300,000

2,500,000

　　50,000

　900.000

5,921.006

　960,000

　700,000

　900,000

7,300,000

　500,000

　　68,994

3,834,625

　652,893

2,117,071

　553,033

3,714,594

　　21,702

　939,642

5,479,711

　960,000

　499,217

　401,400

4,974,499

l,000,0( 0

　　37,569

3,300,000

　990,000

2,300,000

　480,000

2,500,000

　　30,000

　850,000

7,050,500

　960,000

　600.000

　900,000

6,500,000

　500,000

　　39,500

　86.1

151.6

108.6

　86.8

　67.3

138.2

　90.5

128.7

100.0

120.2

224.2

130.7

　50.0

105.1

11.8

　3,5

　8.2

　1.7

　8.9

　0.1

　3.0

25.2

　3.4

　2.1

　3.2

23.2

　1.8

　0.1

総会･幹事会･常幹

機関誌印刷一発送

署名･チラシ地雄途概要40万他

講師派遣､事務局出張

全国交流会.海外派遣､集会費

宅話､切手代,振替手数料

事務局員1人給料､アルバイト

リース代､事務用品その他

協会員還元

雑貨還元､組織強化積立金

小　　　　　　　　計 27,000,000 25,185,956 27,000,000 107.2 96.4

次　　期　　繰　　越 1,972,216

？　　　悩　　　　費 1,000.000 ０ 1,000,000 3.6

合　　　　　　　　計 28,000.000 27,158,172 28,000,000 103.1 100.0

1998- 7 ・||･禰参朝1間ｊアθ
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総
会

　
　
　

｀

質
疑
応
答
か
ら

　

〈
田
畑
和
子
・
北
海
道
難
病
連
〉

　

難
病
対
策
後
退
に
反
対
す
る
地
方
で
の

闘
い
を
報
告
し
ま
す
。
各
地
自
治
体
に
対

し
陳
情
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
働
き
か
け

た
全
自
治
体
が
国
と
道
に
対
し
て
憲
見
１
　

を
採
択
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
を
今
で
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

〈
鈴
木

　

孝
・
新
潟
県
患
協
〉

　

昨
年
の
６
月
に
県
は
1
0
年
以
上
た
っ
た

全
て
の
事
業
の
「
見
直
し
」
を
通
告
し
て

き
ま
し
た
。
事
業
「
見
直
し
」
反
対
、
同

時
に
医
療
保
険
制
度
改
悪
反
対
運
動
と
連

動
す
る
中
で
昨
年
1
2
月
、
県
患
者
会
を
結

成
し
ま
し
た
。

　

〈
遠
藤
・
山
梨
県
患
者
団
体
準
備
会
〉

　

４
月
に
難
病
医
療
費
自
己
負
担
導
入
と

こ
れ
か
ら
の
患
者
会
づ
く
り
に
つ
い
て
７

団
体
の
参
加
で
学
習
会
を
行
い
、
５
月
2
6

日
に
は
患
者
９
団
体
で
対
県
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
議
会
に
向
け
て
「
国

に
対
し
て
患
者
自
己
負
担
の
撤
回
を
求

め
、
山
梨
県
独
自
で
難
病
医
療
費
助
成
制

度
の
設
置
を
求
め
る
」
請
願
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
行
動
を
通

し
て
県
患
者
会
の
結
成
に
向
け
準
備
を
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

〈
中
垣
寛
学
・
愛
知
県
難
病
連
〉

　

難
病
対
策
後
退
に
反
対
す
る
闘
い
は
成

功
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
反
対
運

動
を
通
し
て
他
の
団
体
と
の
連
携
と
い
う

点
で
は
成
果
が
あ
っ
た
。

　

〈
有
坂

　

登
・
長
野
県
難
病
連
〉

　

難
病
対
策
後
退
の
反
対
運
動
と
し
て
県

内
１
２
１
自
治
体
の
う
ち
１
０
０
自
治
体

で
国
へ
の
意
見
書
採
択
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
こ
の
運
動
の
中
で
難
病
患
者
の
う
ち

低
所
得
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
条
例
づ

く
り
の
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

〈
森
沢
繁
雄
・
香
川
県
難
病
連
〉

　

難
病
対
策
後
退
に
反
対
し
て
県
単
独
事

業
の
公
費
負
担
の
継
続
を
求
め
て
行
動
し

ま
し
た
が
県
に
押
し
切
ら
れ
た
。
北
海
道

の
運
動
の
教
訓
を
ぜ
ひ
全
体
の
も
の
に
。

　

〈
米
田
寛
子
・
兵
庫
県
難
病
連
〉

　

県
単
独
事
業
と
し
て
入
院
患
者
に
つ
き

月
１
万
円
の
福
祉
見
舞
金
制
度
を
今
年
度

実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

（
小
林
事
務
局
長
）

　

活
動
報
告
の
中
で
、
団
結
し
結
集
を
呼

び
掛
け
て
お
り
、
各
種
団
体
と
協
力
し
運

動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
い
か
に
大
切

か
、
今
年
一
年
の
運
動
で
確
認
で
き
ま
し

へ7･

た
。
先
進
的
な
運
動
の
報
告
を
Ｊ
Ｐ
Ｃ
全

体
の
も
の
と
し
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
連

帯
し
て
い
き
た
い
。

　

〈
酒
井
秀
丁
京
都
難
病
連
〉

　

宇
治
市
に
難
病
患
者
連
絡
会
が
今
年
３

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
居
宅
生
活
支
援
事

業
や
障
害
者
プ
ラ
ン
に
も
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
く
足
掛
か
り
と
し
て
今
後
活
動
を

し
て
い
き
た
い
。

　

〈
田
沢
英
子
・
大
阪
難
病
連
〉

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
が
何
時
切
ら
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
状
況
の
中
で
、
大
阪
で
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
級
数
が
下
げ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
１
月
か
ら
合
併

症
の
有
無
を
問
わ
ず
に
年
齢
と
発
病
時
期

で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
き
ら
れ
ま
し
た
。

　

〈
梓
川

　

丁
大
阪
難
病
連
〉

　

雇
用
と
労
働
の
件
に
つ
い
て
「
活
動
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
」
で
は
表
現
が
甘
い
の

で
は
な
い
か
。
不
況
下
の
労
働
条
件
の
厳

し
い
現
状
を
踏
ま
え
、
患
者
の
雇
用
実
態

の
全
国
的
調
査
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
全
国
の
仲
間
と
協
力

し
て
調
査
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

〈
井
谷
真
砂
人
・
奈
良
県
難
病
連
〉

　

診
療
報
酬
の
改
定
で
ま
す
ま
す
入
院
で

き
る
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
完
全
に
社
会
復

帰
で
き
な
い
状
態
で
在
宅
治
療
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
酸
素
吸
入

は
保
険
適
用
さ
れ
る
が
、
吸
引
装
置
（
約

1
0
万
円
）
や
ネ
プ
ラ
イ
ザ
ー
（
約
５
万
円
）

　

刀

は
医
師
が
必
要
と
認
め
て
も
保
険
適
用
さ

　

Ｉ

れ
ま
せ
ん
。

　

〈
森

　

幸
子
・
滋
賀
県
難
病
連
〉

　

重
点
課
題
と
し
て
公
的
介
護
保
障
制
度

の
確
立
を
と
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
「
わ

た
し
た
ち
の
願
い
」
で
「
真
の
介
護
保
障

を
求
め
て
」
と
い
う
項
目
を
興
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
訪
問
看
護
等
の
受

け
皿
の
充
実
を
も
っ
と
強
く
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

〈
伊
藤
節
子
・
北
海
道
難
病
連
〉

　

感
染
症
予
防
法
案
は
予
防
重
視
に
偏
重

し
、
新
た
な
差
別
と
患
者
の
人
権
無
視
を

引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
法
案
で
す
。
Ｊ
Ｐ

Ｃ
と
し
て
人
権
と
医
療
・
福
祉
を
重
視
し

た
法
案
に
改
正
さ
せ
る
よ
う
運
動
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

（
伊
藤
代
表
幹
事
〉

　

年
々
、
意
見
や
提
案
が
多
く
な
り
ま
し

て
、
実
の
あ
る
討
議
で
あ
っ
た
と
考
え
ま

す
。
「
地
域
難
病
連
」
の
組
織
化
は
今
後

都
道
府
県
組
織
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
事
態
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
感

染
症
予
防
法
案
の
問
題
で
は
本
格
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

組
織
、
事
務
局
体
制
の
強
化
は
常
任
幹

事
を
今
ま
で
よ
り
多
く
し
、
即
応
で
き
る

体
制
を
作
り
出
し
、
事
務
局
体
制
に
つ
い

て
も
準
備
期
間
を
経
て
来
年
の
総
会
の
場

で
発
表
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

1998- 7丿土俯（往）1



1976年２月25日第三極郵便物認可（毎週４回月曜・火曜・木曜・金1111発行) S S K 0　通巻3329号　1998年７月３日発行

み
ん
な
で
集
め
た
8
1
万
余
の
請
願
署
名

衆
参
両
院
で
４
年
連
続
採
択
さ
れ
る

　

６
月
１
日
、
全
国
の
代
表
が
一
九
八
人

の
衆
参
両
院
議
貝
に
要
請
し
た
「
総
合
的

難
病
対
策
の
早
期
確
立
を
要
望
す
る
請

願
」
は
、
衆
議
院
で
1
7
日
の
厚
生
委
員
会

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
衆
院
で
４

年
連
統
の
採
択
、
ま
た
、
参
議
院
で
は
1
8

日
の
国
民
福
祉
委
貝
会
で
採
択
さ
れ
、
参

署名簿を前に挨拶する議員

院
で
５
年
連
続
の
採
択
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
ち
に
衆
参
両
院
本
会
議
で
採
択
さ

れ
、
内
閣
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
続
け
て
き
た
国
会
請
願
署
名
は
各

団
体
の
強
力
な
運
勁
の
結
果
、
今
年
は
過

去
最
高
の
8
1
万
人
を
超
え
る
人
々
か
ら
賛

同
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
６
月
１
日
、
全
国
の
代
表
一
〇
一
人

が
署
名
簿
を
携
え
、
衆
１
　
両
院
議
貝
を
議

員
会
館
に
訪
ね
て
院
へ
の
請
願
１
　
提
出
を

要
請
し
ま
し
た
。

　

請
願
は
、
総
合
的
難
病
対
策
の
確
立
を

要
望
し
て
、
①
難
病
の
原
因
究
明
、
治
療

法
確
立
の
た
め
の
予
算
を
大
幅
に
増
額
し

て
く
だ
さ
い
②
難
病
、
長
期
療
養
者
の
た

め
に
国
立
療
養
所
を
整
備
し
、
在
宅
医
療

へ
の
支
援
を
含
め
た
専
門
医
療
機
関
と
し

請願署名集計一覧

：８

て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
③
身
体
障
害
者
福

祉
法
な
ど
各
種
法
制
度
の
谷
間
に
お
か
れ

て
い
る
難
病
患
者
ら
の
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、

福
祉
、
教
育
、
就
労
、
住
宅
、
移
動
に
患

者
す
る
総
合
的
対
策
を
確
立
し
て
く
だ
さ

い
④
看
護
婦
不
足
を
早
急
に
解
消
し
、
大

幅
な
増
員
を
は
か
り
、
行
き
届
い
た
看
護

を
保
障
し
て
く
だ
さ
い
⑤
難
病
患
者
、
障

害
者
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
年
金
制
度
を
改
善
し
て
く
だ
さ
い
⑥

東
京
に
全
国
患
者
会
館
を
設
置
す
る
と
と

特
定
疾
患

新
規
３
疾
患
追
加

　

５
月
１
日
、
難
病
医
療
費
公
費
負
担
に

一
部
患
者
負
担
を
強
行
し
た
厚
生
省
は
、

当
初
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾

患
と
し
て
神
経
線
維
腫
症
を
追
加
す
る
と

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
難
病
対
策
の

後
退
に
反
対
す
る
各
地
の
患
者
団
体
の
運

動
が
一
部
反
映
さ
れ
た
の
か
、
政
治
的
配

取組団体名 署名数

北海道難病連

秋田県難病連

山形県難病連

福島県難病連

茨城県難病連

群場県難病連

長野県難病連

静同県難病連

岐阜県難病連

愛知県難病連

滋賀県難病巡

京都難病連

大阪難病連

兵庫県難病連

奈良県難病巡

和歌山県難病巡

岡山県難病巡

香川県難病巡

愛媛県難病連

高知県難病運

佐賀県難病遮

大分県難病追

宮崎県難病述

鹿児島県難病巡

ス　　合　　　協

合　　交　　災

心臓病を守る会

合　　腎　　協

全　　療　　協

パーキンソン

日　　　肝　　　協

LI　　　喘　　　連

も　や　の　会

合　脊　柱　連

ＪＰＣその他

52,477

10,054

　8,496

　7,630

　17,334

　20,628

　10,999

　27,547

　25,859

　50,616

　17,519

　24,457

　43,482

　28,426

　4,453

　16,122

　14,781

　10,745

　12,328

　5,051

　11,058

　13,615

　8,073

　13,800

　3,705

　1,396

　18,569

312,781

　5,672

　6,000

　　148

　2,131

　3,389

　3,007

　1,919

合　　計 814,267
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も
に
、
生
活
・
医
療
相
談
、
無
料
検
診
な

ど
を
行
う
「
難
病
セ
ン
タ
ー
」
を
全
都
道

府
県
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
、
と
の
６
つ

の
請
願
事
項
の
早
急
な
実
現
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

両
院
で
４
年
連
続
採
択
さ
れ
た
請
願
の

早
期
実
現
を
厚
生
省
に
要
求
す
る
運
動
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
皆
様

の
協
力
を
受
け
、
継
続
し
て
署
名
運
動
に

取
り
組
み
、
請
願
項
目
の
実
現
を
求
め
る

た
め
運
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

慮
と
し
て
今
年
度
中
に
新
た
に
特
定
疾
患

と
し
て
三
疾
患
が
追
加
決
定
さ
れ
る
見
通

し
と
な
り
ま
し
た
。

　

追
加
疾
患
は
、
バ
ッ
ド
ー
キ
ア
リ
症
候

群
（
推
定
患
者
数
二
千
人
）
、
亜
急
性
硬

化
性
全
脳
炎
（
推
定
患
者
数
千
人
）
、
慢

性
肺
血
栓
塞
栓
症
（
推
定
患
者
数
二
千
人
）

で
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
は

4
3
と
な
り
ま
す
。

　

補
正
予
算
成
立
後
に
正
式
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
実
施
時
期
に
つ
い

て
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

難
病
対
策
の
後
退
を
阻

止
で
き
な
か
っ
た
虚
脱
感

も
総
会
で
仲
間
の
元
気
な

顔
を
見
て
充
電
。
社
会
保

障
改
悪
阻
止
の
運
動
に
仲

間
と
連
帯
し
て
再
出
発
。

発
一
丁
斤

　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
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